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２

　

筑
西
市
は
合
併
以
降
、
行
政
の
簡
素
化
と
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
、
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
、
こ
の
大
綱
と
昨
年
策
定
し
た
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
基
に
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
対
す
る
市
民
の
疑
問
に
で
き
る
限
り
答
え

る
と
と
も
に
、
今
後
市
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
月
か
ら
毎
月
１
回
５
か
月

連
続
で
、
行
政
改
革
の
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
ま
す
。

　

連
載
第
１
回
は
、
市
が
目
指
す
行
政
改
革
の
概
要
で
す
。

力
強
い
筑
西
市
は

　
　
　

健
全
な
財
政
運
営
と
市
民
福
祉
実
現
の
両
立
か
ら

　

行
政
改
革
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
進

め
方
を
全
面
的
に
見
直
し
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
政
の
し
く
み
を
つ
く
る
取
り
組
み
で

す
。
筑
西
市
は
行
政
改
革
で
、
健
全
な
財
政

運
営
と
市
民
福
祉
の
実
現
を
両
立
さ
せ
た
、

力
強
く
、
小
さ
な
自
治
体
を
つ
く
り
ま
す
。

　

最
近
、
北
海
道
の
夕
張
市
が
、
財
政
再
建

団
体
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
い

う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
全
国
の
自
治

体
で
、
財
政
危
機
が
叫
ば
れ
、
行
政
改
革
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

筑
西
市
の
財
政
運
営
も
、
国
の
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
や

行
政
改
革
で
筑
西
市
が
目
指
す

　
　

力
強
く
、小
さ
な
自
治
体

Vol.1

地
方
分
権
改
革
の
影
響
を
受
け
、
危
機
的
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で

示
す
よ
う
に
、
財
源
の
不
足
を
基
金
の
取
り

崩
し
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
市
は
、
行
政
経
営
を
推
進
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
財
政
構
造
を
健
全
化
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
市
民
協
働
を
推
進
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
柱
に
徹
底
し
た
改
革
を
進

め
、
力
強
く
、
安
定
的
に
発
展
す
る
筑
西
市

づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

職
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
筑

西
市
の
行
政
改
革
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

筑 西 市

START
行政改革

スタート



３ スタート行政改革

Ⅰ 

行
政
経
営
を
推
進
す
る　

　

 　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

○
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

例
・
機
動
的
で
簡
素
・
効
率
的
な
組

　
　
　

織

　
　

・
行
政
評
価
の
推
進

　
　

・
民
営
化
、
外
部
委
託　

な
ど

　

○
政
策
形
成
能
力
を
備
え
た
人
材
の

　
　

育
成

　

○
電
子
市
役
所
の
推
進

Ⅱ 

財
政
構
造
を
健
全
化
す
る

　

 　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

○
財
政
構
造
の
健
全
化

　

例
・
自
主
性
と
自
立
性
の
高
い
財
政

　
　
　

運
営

　
　

・
公
営
企
業
の
健
全
化

　
　

・
外
郭
団
体
等
の
見
直
し　

な
ど

　

○
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

Ⅲ 

市
民
協
働
を
推
進
す
る

　

 　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

○
市
民
協
働
の
推
進

　

例
・
地
域
協
働
の
推
進

　
　

・
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
構
築　

な
ど

筑
西
市
の
財
政
は

　
　

非
常
に
厳
し
い
状
況
に

　

筑
西
市
は
、
歳
入
（
収
入
）
の
重
要
な
部

分
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
減
っ
た
こ
と
か

ら
、基
金（
貯
金
）を
取
り
崩
し
な
が
ら
、や
っ

と
財
政
（
家
計
）
を
ま
か
な
っ
て
い
る
状
態

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

17 年度末の基金残高は約 50 億円。
18 年度に約 33 億円の取り崩しを
予定しており、このままでは 19 年
度の予算編成に大きく影響します。

●
減
り
続
け
る
基
金
残
高

●
減
り
続
け
る
地
方
交
付
税

12 年度に約 100 億円だった普通地
方交付税は年々減り続け、18 年度は
約 60 億円と見込んでいます。今後
も増えることは考え難い状況です。

○財政再建団体になると
　起債が制限され、建設事業の大半が実施できなくなるなど、
市民サービスが低下し、市の責任を果たせなくなります。
　具体的には、市独自で実施してきた施策や事業がストップ
する、道路や下水道整備などがストップする、使用料・手数
料が近隣で最高水準になる、職員給与の減額や支払いが遅れ
るなどの事態に陥ります。

行
政
改
革
三
つ
の
柱

　

筑
西
市
は
、
力
強
く
、
小
さ
な
自

治
体
づ
く
り
を
目
標
に
、
次
の
三
つ

の
方
針
を
柱
に
し
た
改
革
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

　※財政再建団体とは、赤字額が一定割合（赤字比率 20％）
　を超え、「自力では赤字解消ができず、国の管理下で財政再
　建を進めていく団体」のことです。■行政改革についての問い合わせ

　市行政改革推進課　内線３１７・３１８



４

　乳幼児（未就学児）、ひとり親家庭、重度心身障害者でマル福を受
給されている人は、茨城県内の医療機関での受診は６月までは 福 医
療福祉費請求書（マル福用紙）を提出する必要がありましたが、７月
１日からは 福 医療福祉費受給者証を保険証とともに提示することで、
受診できるように簡略化されました。
　ただし、妊産婦でマル福を受給されている方は、今までどおり 福 
妊産婦医療福祉費支給申請書（ブルーのマル福用紙）を医療機関に提
出する必要がありますのでご注意ください。

７月１日からピンクの医療福祉費請求書（マル福用紙）
が廃止され、受給者証と保険証の提示で受診できます。

医療福祉費支給制度
（マル福）が変わりました。

ひとり親

①離婚・死別などにより配偶者のいない人で 18 歳未満の子を監護している人とその子（配
偶者に障害があり就業困難な場合も対象となることがあります）②両親のいない子

対象者

期   間
申請の日から子が 18 歳の学年末（３月 31 日）まで。子が重度障害や高校等在学の場合な
どは 20 歳まで延長となることがあります。

助成の内容 外来自己負担金（※１）、入院自己負担金（※２）を超える医療費

所得の制限
親の所得が 309 万６千円未満（扶養１人につき 38 万円加算）または同一世帯で 1,000 万
円を超える人がいないこと

※１）外来自己負担金　１医療機関について１日 600 円（600 円に満たない場合はその額）、月２回まで。ただ
し調剤薬局の外来自己負担金はかかりません。茨城県の制度に統一となり、旧市町の独自助成事業で外来自己
負担金が戻っていた人の助成はなくなりましたので、この分は戻りません。※２）入院自己負担金　１日 300 円、
10 日以上の入院でも１か月 3,000 円が限度となります。

注）対象となる期間について転入の人は転入の日から、申請が遅れたときは申請月からとなります。

重度心身障害者

対象者

期   間

助成の内容

所得の制限

①身体障害者手帳１・２級（内部障害は３級まで）②療育手帳のＡ・マルＡ判定③障害年金
１級④療育手帳のＢ判定かつ身体障害者手帳３級

手帳交付月の初日から（障害の状態が対象となる状態でなくなったときは終了となります）

保険診療分の医療費　平成 19 年３月までは入院時の食事代の標準負担額の２分の１

本人または同一世帯で 1,000 万円を超える人がいないこと

更新の時期 ６月下旬

更新の時期 ６月下旬

医療福祉費支給制度（マル福）の対象者



５ メモ

メ　モ

？

●問い合わせ　保険年金課医療福祉係　内線２３６

医療福祉費支給制度

　筑西市に住所があり、
各種の健康保険に加入
している方のうち、妊
産婦、乳幼児（未就学
児）、ひとり親家庭の母

子・父子及び重度心身障害者の健康の保持増
進を図るため、医療費の一部を助成するも
　のです。ただし、所得の制限があるた
　　め制限を超えている場合は本制度
　　　　　は受けられません。

▲

新しい受給者証

妊 産 婦

対象者

期   間

助成の内容

所得の制限

更新の時期

妊産婦

母子健康手帳を交付された月の初日から
出産日の翌月末日まで
医療機関で支払った保険診療分の医療費か
ら外来自己負担金（※１）、入院自己負担金

（※２）を引いた金額を届出口座に振り込み
本人・配偶者のそれぞれの所得が 401 万円未
満（扶養１人につき 30 万円加算）または同
一世帯で 1,000 万円を超える人がいないこと

乳 幼 児

対象者

期   間

助成の内容

所得の制限

更新の時期

マル福とは

なし

小学校入学前までの子（未就学児）

出生の日から小学校へ入学する年の３月
31 日まで

外来自己負担金（※１）、入院自己負担金
（※２）を超える医療費

父・母それぞれの所得が 401 万円未満（扶
養１人につき 30 万円加算）または同一世
帯で、1,000 万円を超える人がいないこと

誕生月の下旬（１日生まれの子は誕生月の前月の下旬）

…

？？
■筑西市自治会連合会総会を開催

　６月 27 日、市民会館で、平成 18 年度筑西市
自治会連合会総会を開催。新年度役員や事業
計画、予算などが承認されました。役員につい
ては、中

なか

川
がわ

郁
いく

夫
お

会長（関城支部長）、井
い

狩
かり

浩
こう

一
いち

副会長（下館支部長）、袖
そで

山
やま

信
まさ

勝
かつ

副会長（協和
支部長）が留任し、新たに島

しま

田
だ

順
じゅん

一
いち

副会長（明
野支部長）を承認。議事終了後には、重責を果
たされ退任した自治協力員 22 人を表彰し、併せ
て市から感謝状を贈りました。

■成田・古内排水施設が完成

　７月 11 日、成
なり

田
た

・古
ふる

内
うち

排水施設完成式が行わ
れました。これは、国土交通省下館河川事務所
が整備を進めていた施設で、大雨により住宅な
どが冠水するのを防ぐため、ポンプを使って水路
の水を小貝川に排水するものです。完成式典終
了後には通水セレモニーが行なわれ、市長と市
議会議長、下館河川事務所長、地元自治会代表、
地権者が揃って起動ボタンを押し、排水ポンプの
運転を開始しました。

■筑西市誕生１周年記念 NHK ハッピーフェスタ
　市とＮＨＫ水戸放送局は、筑西市誕生１周年を
記念して、『ＮＨＫハッピーフェスタ』と題するさま
ざまなイベントを行っています。７月８日・9 日に
はアニメ番組のキャラクターと写真撮影などがで
きる『デジタルおじゃる丸ランド』を、７月１日か
ら 17 日には『ＮＨＫ番組パネル展』を、ともに
スピカ１階で実施しました。
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村
田
三
所
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
御お

神み
こ
し輿
が
23
年
ぶ
り
に
復
活
、
７
月
15
日
・

16
日
に
開
催
さ
れ
た
、
地
元
の
夏
祭
り
で

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
神
輿
の
復
活
に
奔
走
し
た
の
が
、
村

田
地
区
の
若
者
で
つ
く
る
『
村む

ら
わ
か若
』
の
み

な
さ
ん
。
副
代
表
を
務
め
る
物も

の

井い

祐ゆ
う

一い
ち

さ

ん
（
38
歳
）
は
「
昔
の
よ
う
な
ま
ち
の
活

気
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
に
、
80

人
も
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。
御

神
輿
を
通
し
て
地
域
の
人
た
ち
が
一
体
と

な
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
、
し
た
た
る
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

23年ぶりの御神輿に地元が沸いた

　

国
産
豆
類
の
生
産
振
興
を
目
的
に
実
施

さ
れ
た
第
34
回
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励

会
に
お
い
て
、
杉す

ぎ

山や
ま

善ぜ
ん

司じ

さ
ん
（
50
歳
・

野の

殿ど
の

）
が
、
大
豆
農
家
の
部
で
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
杉
山
さ
ん
は

平
成
16
年
に
（

有
）

山や
ま

善よ
し

農
園
を
設
立
し
、

大
豆
経
営
の
規
模
拡
大
や
効
率
的
な
栽
培

管
理
を
推
進
。
17
年
度
の
大
豆
作
付
面
積

は
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
畑
を
耕
さ
ず
に
栽

培
す
る
不
耕
起
栽
培
な
ど
の
新
技
術
や
、

品
質
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
受
賞
は
地
域
の
人
た
ち
を
は
じ
め
と
す

る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
今
後
も
地
域
の
農

業
の
た
め
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

杉山善司さんに農林水産大臣賞

　

７
月
８
日
、県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

『
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
体
験
活
動
事
業
『
エ
ン
ジ
ョ

イ
サ
タ
デ
ー
』
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座

卒
業
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
『
県
西
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
楽
奏
』
や
、
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の

『
こ
ま
く
さ
コ
ー
ラ
ス
』、
幼
稚
園
・
保
育

園
の
年
中
組
か
ら
小
学
生
ま
で
で
構
成
さ

れ
る『
ち
び
っこ
合
唱
隊
』の
３
組
が
出
演
し
、

『
七
夕
さ
ま
』や
『
花
』
な
ど
の
曲
を
披
露
。

見
事
な
演
奏
と
歌
声
に
、
来
場
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

エンジョイサタデー『七夕コンサート』

あ
ら
か
る
と

第 34 回全国豆類経営改善共励会

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

県西生涯学習センター

村田夏祭り

６



７ おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 17 年 10 月生まれのお子さんの写真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②

保護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、8 月 31 日（木）

までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。

８/12 から（土） とびっきり！　夏フェア！

国営ひたち海浜公園 ［ひたちなか市 TEL029‐265‐9001］
８月は全日開園　大人 400 円 小人 80 円 ▼ 8/27（日）まで　
サイクリングラリー期間中毎日、茨城『食』の祭典 20日（日）

８/20 まで（日） 夏の花まつり〜親子体験教室
茨城県フラワーパーク ［石岡市 TEL0299‐42‐4111］月曜
休館　大人 740 円　小人 370 円　（小学生未満無料）　バ
ラ、ヤマユリ、アメリカフヨウ、サルスベリなど夏の花が咲き競う。

９/16 から（土） 家族の情景展 -- 日本の家族を考える --
茨城県近代美術館［水戸市 TEL029‐243‐5111］　月曜休
館 一般 830 円　高大生 580 円　小中生 350 円　近現代美
術に表れた家族の情景を紹介、現代の家族問題に触れます。

まで（日） 佐倉連隊にみる戦争の時代
国立歴史民俗博物館［佐倉市 TEL043‐486‐0123］月曜休
館 一般 830 円　高大生 450 円　小中生 250 円　戦前の佐
倉の町は連隊と深いつながりをもち、その関係を明らかにする。

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

菊 地  心 響 ちゃん

8月 12日生 （小川）
宮 川  純 怜 ちゃん

8月10日生（富士見町）
染 野  実 鈴 ちゃん

8月 12日生 （岡芹）
水 上  太 晴 くん

8月 12日生 （泉町）
須 藤  美 琴 ちゃん

8月 17日生 （小川）
伊 沢  凛 夏 ちゃん

8月 18日生 （女方）
小田部  輝 くん

8月 18日生 （稲野辺）

日向野  佑 菜 ちゃん

8月 30日生（蓮沼）
五十嵐  璃 莉 ちゃん

8月 31日生（築地）
矢 野  愛 美 ちゃん

8月 30日生（藤ヶ谷）

中 山  陽 樹 くん

8月 19日生（南町）
上原子  由 麻 ちゃん

8月 27日生（小川）
賀 川  楓 ちゃん

8月 27日生（島）
柴 山  凌 駕 くん

8月 22日生（岡芹）
亀 田  苺 花 ちゃん

8月 22日生（女方）
安 西  塁 くん

8月 20日生（幸町）
篠 崎  陽 夏 ちゃん

8月 20日生（茂田）

渡 邊  莉 央 ちゃん

8月 5日生 （旭ヶ丘）
笠 原  禾 帆 ちゃん

8月 5日生（女方）
廣 沢  友 也 くん

8月 6日生 （蓬田）
皆 川  櫂 吾 くん

8月 6日生 （下平塚）
石 川  麗 ちゃん

8月 8日生 （蓮沼）
村 上  楽 翔 くん

8月 8日生 （野殿）
関 口  康 誠 くん

8月 10日生 （鷹場町）

９/３

９/16（土） 中村紘子　PIANO RECITAL
小山市立文化センター［小山市 TEL0285‐22‐9552］月曜休館
Ｓ席 4,500 円　Ａ席 4,000 円　Ｂ席 3,500 円　開場午後 5 時
30 分　開演午後 6 時　※未就学児の入場はできません。

９/24（日） 小椋　佳　Concert Tour -- 未熟の晩鐘
結城市民文化センターアクロス  ［結城市 TEL0296‐33‐
2001］火曜休館 開場午後５時　開演午後５時 30 分　全席
指定一律 7,000 円　※未就学児の入場はできません。



おたより日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

８

　

８
月
下
旬
に
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
』が
筑
西
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

私
は
、
こ
の
番
組
が
大
好
き
で
、

毎
週
欠
か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。
出

演
す
る
元
気
な
高
校
生
の
グ
ル
ー

プ
や
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
お
年
寄
り
に
毎
回

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
観
覧
希
望
の
ハ
ガ
キ

を
何
枚
も
出
し
ま
し
た
（
魂
を
込

め
て
）。
ぜ
ひ
、
生
で
番
組
を
観

覧
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

し
は
ず
れ
て
も
、
私
の
住
む
筑
西

市
が
全
国
の
み
な
さ
ん
に『
元
気
』

を
発
信
す
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
季
節
の
開
催
で
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
も
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
番
組
の
成
功
を

祈
っ
て
い
ま
す
。　
（
外
塚
・
主
婦
）

『
の
ど
自
慢
』
楽
し
み
で
す

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
主
審
を
務
め
る

こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

な
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

川
かわしま

嶋　怜
りょう

宮
みやかわ

川  裕
ゆ い

衣田
た せ

畝  裕
ゆうすけ

介 小
こぐすり

薬  直
な お や

也市
いちむら

村  鮎
あ ゆ み

実

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護

師
と
し
て
病
気
の
人
た
ち

の
看
護
を
す
る
こ
と
。
元

気
な
人
が
多
い
ま
ち
に
し

た
い
で
す
。

将
来
は
、
ぼ
く
の
考
え
た

お
も
ち
ゃ
で
、
み
ん
な
を

楽
し
ま
せ
た
い
。
そ
し
て

明
る
い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

ぼ
く
の
夢
は
建
築
家
で

す
。
ぼ
く
が
建
築
家
に

な
っ
た
ら
大
き
な
地
震
に

も
負
け
な
い
安
全
な
ま
ち

に
し
た
い
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
捨
て

犬
や
猫
な
ど
を
保
護
す
る

団
体
に
入
り
、
筑
西
市
を

小
さ
な
命
も
大
切
に
す
る

ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

竹
島
小
学
校
児
童
数
２
２
８
人

児
童
数
４
８
２
人

将
来
は
医
者
に
な
っ
て
病

気
の
人
を
治
し
て
あ
げ
る

の
が
夢
。
明
る
く
て
お
年

寄
り
に
や
さ
し
い
ま
ち
に

な
る
と
い
い
な
。

松
まつもと

本  真
ま き

紀 中
なかざわ

澤  美
み ほ

穂齋
さいとう

藤  大
ひろたか

貴 勝
かつぬま

沼綾
あ き こ

希子宮
みやざき

崎  裕
ゆ う や

也

漫
画
を
描
く
こ
と
が
大
好

き
。
将
来
は
、
漫
画
家
に
な

る
こ
と
が
夢
。
み
ん
な
が
仲

良
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
し
た
い
で
す
。

今
、
空
手
を
習
っ
て
い
る

の
で
、
茨
城
一
強
い
空
手

の
先
生
に
な
り
た
い
。
緑

の
た
く
さ
ん
あ
る
豊
か
な

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
。

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
く
活
動
で
き
る
や
さ
し

い
保
育
士
に
な
り
た
い
。

お
年
寄
り
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
市
が
い
い
な
。

ぼ
く
は
将
来
、
小
児
科
の

医
者
に
な
り
た
い
。
子
ど

も
た
ち
が
ず
っ
と
元
気
で

暮
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。

関
城
東
小
学
校

８月 27 日に『NHK のど自慢』
が開催される下館総合体育館



スナップ

人輝く

筑西あらかると

９ スナップ／輝く人

　「おむつが取れますように」、「たくさんお
友だちができますように」。かわいらしい短
冊を笹の葉に結びつけて、お願い事をして
いるのは、関城支所で開催されている『子
育て広場』のちびっ子たち。子育て広場で
は、若いお母さんの育児の疲れや悩みを軽
減しようと、ベテランの「子育てアドバイ
ザー」のみなさんがボランティアで参加し
てくれています。

願い事が叶いますように
子育て広場で七夕祭り

ゴ
ー
ル
し
た
時
の
達
成
感
、

そ
れ
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
魅
力
で
す

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会
に
挑
む

 

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
の
出
会
い
は
小
学
５
年
の
時
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
に
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
市
内
に
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー
ム

が
な
い
の
で
、
専
門
の
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
の
知
識
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、
両
親
と
手
探
り
で

練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
20
歳
以
下
の

選
手
が
参
加
し
て
８
月

６
日
に
行
わ
れ
る
『
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
選
手
権
長
良
川

大
会
』
に
向
け
て
準
備

中
。
目
標
は
、
３
位
以

内
に
入
っ
て
世
界
選
手
権
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
で

す
」
と
語
る
の
は
、
下
館
第
一
高
等
学
校
２
年
の
北
島

礼
子
さ
ん
。
北
島
さ
ん
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
『
第
20

回
潮
来
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
全
国
大
会
兼
第
11
回
全
日

本
大
学
選
抜
大
会
』
で
一
般
女
子
３
位
の
成
績
を
収
め

る
な
ど
、
将
来
が
期
待
さ
れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
。
彼
女
が

挑
む
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
ス
イ
ム
（
水
泳
）
1.5
㎞
と

バ
イ
ク
（
自
転
車
）
40
㎞
、
ラ
ン
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
10

㎞
の
３
種
目
を
続
け
て
行
い
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
、
２
０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
か
ら
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
ま
わ
り
か
ら
は
、『
な
ぜ
そ
ん
な
つ
ら
い
競
技
を

や
っ
て
い
る
の
』
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
確
か
に
競

技
中
は
苦
し
く
て
、
も
う
二
度
と
や
り
た
く
な
い
と

思
う
ほ
ど
。
で
も
ゴ
ー
ル
の
瞬
間

に
は
、
味
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

に
し
か
わ
か
ら
な
い
達
成
感
が
あ

り
ま
す
。
つ
ら
い
け
れ
ど
、
こ
ん

な
に
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
な
い
で

す
ね
」。

北き

た

島じ

ま 

礼あ

や

子こ

さ
ん
（
中な

か

根ね

）



ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅
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下
館
駅
を
出
発
し
て
、
わ
ず
か
16
分
、
栃

木
県
内
最
初
の
駅
、
二
宮
町
の
『
久く

げ

た
下
田
駅
』

に
到
着
し
ま
す
。
久
下
田
駅
は
、
明
治
45
年

に
開
設
さ
れ
、
平
成
６
年
に
現
在
の
駅
舎
に

改
築
さ
れ
ま
し
た
。
駅
に
は
、
多
目
的
施
設

「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
」
が
併
設
さ
れ
、
鉄
道
利
用

者
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
駅

名
の
久
下
田
の
「
ク

ゲ
」
と
は
「
鵠く

げ

」、

つ
ま
り
白
鳥
の
こ

と
。
白
鳥
が
地
域

の
水
田
に
住
み
着

い
た
こ
と
に
由
来

す
る
そ
う
で
す
。

尊そ
ん
と
く徳

ゆ
か
り
の
里
を
行
く

　

久
下
田
駅
を
降
り
て
、
す
ぐ
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
、『
二に

の
み
や
そ
ん
と
く

宮
尊
徳
（
金
次
郎
）』

の
大
き
な
ブ
ロ
ン
ズ
像
。
そ
し
て
駅
前
商
店

街
の
街
灯
に
は
、
薪
を
背
負
っ
た
金
次
郎
の

か
わ
い
ら
し
い
人
形
が
ず
ら
り
。
そ
う
、
こ

こ
栃
木
県
二
宮
町
は
、「
い
ち
ご
」
の
産
地
と

し
て
も
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
江
戸

末
期
に
活
躍
し
た
、
二
宮
尊
徳
と
大
変
ゆ
か

り
の
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

　

二
宮
尊
徳
こ
と
金
次
郎
と
い
え
ば
、
薪
を

背
負
っ
て
読
書
を
す
る
像
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特
に
、
こ
こ
二
宮
町
に
お
い
て
は
、
町
名
の

由
来
と
な
る
な
ど
、
人
々
に
影
響
を
与
え
、

今
も
変
わ
ら
ず
尊
敬
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
二
宮
尊
徳
の
偉
業
か
ら
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は『
二
宮
尊
徳
資
料
館
』

が
お
す
す
め
で
す
。
久
下
田
駅
か
ら
車
で
約

10
分
、
桜
町
史
跡
公
園
内
に
平
成
12
年
に
開

館
し
ま
し
た
。　

　

館
内
に
は
、
尊
徳
の
生
い
立
ち
を
記
し
た

久下田

く　げ　た

下館

下館二校前

折本

ひぐち

久下田

寺内

真岡

北真岡

西田井

北山

益子

七井

多田羅

市塙

笹原田

天矢場

茂木

Vol.4

桜町陣屋跡に隣接する二宮尊徳資
料館（℡0285-75-7155・入場無料）

『
資
料
館
』で
二
宮
尊
徳
を
知
る

『
桜
町
陣
屋
跡
』で
歴
史
に
触
れ
る

　

同
じ
公
園
内
に
ひ
っ
そ
り
と
佇た

た
ず
む
、
茅か

や
ぶ
き葺

屋
根
の
建
物
と
そ
の
周
辺
が
桜さ

く
ら
ま
ち
じ
ん
や
あ
と

町
陣
屋
跡
（
国

指
定
史
跡
）
で
す
。
こ
の
陣
屋
は
小
田
原
藩

大
久
保
家
の
分
家
で
あ
る
宇
津
家
が
桜
町
を

統
治
す
る
た
め
に
、１
６
９
９
年
（
元
禄
12
年
）

に
創
設
し
、
以
来
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）

ま
で
１
７
２
年
間
に
渡
っ
て
使
用
さ
れ
た
役

年
表
や
桜
町
（
現
在
の
二
宮
町
及
び

周
辺
地
域
）
の
復
興
事
業
の
様
子

な
ど
が
パ
ネ
ル
展
示
し
て
あ
る
ほ

か
、
直じ

き
ひ
つ筆

の
書
物
や
村
々
を
回
っ

た
と
き
に
身
に
つ
け
て
い
た
『
陣じ

ん

笠が
さ

』
や
『
脚き

ゃ
は
ん絆

』、
ま
た
、
農
民

の
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
褒ほ

う

美び

と
し
て
与
え
た
、『
出し

ゅ
っ
せ
い
ほ
う
び
と
う
ぐ
わ

精
褒
美
唐
鍬
』
や

『
出し

ゅ
っ
せ
い
ほ
う
び
べ
ん
と
う
ば
こ

精
褒
美
弁
当
箱
』
な
ど
、
尊
徳
ゆ
か
り
の

品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

資料館前の二宮尊徳像

桜町陣屋跡（国指定史跡）見学無料

寺内

桜町史跡公園

高田山専修寺

国
道
２
９
４
号

高
田
・
下
館
線

五行川

■は SL 停車駅

所
兼
官
舎
跡
で
す
。
小
田
原
藩
主
の
命
を
受

け
た
尊
徳
は
、
家
族
と
と
も
に
26
年
間
も
の

間
こ
こ
に
住
み
、
荒
れ
地
を
開
墾
し
、
農
村

の
復
興
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陣
屋
跡
内
に
は
、
仕
事
を
終
え
た

尊
徳
が
足
を
洗
っ
た
と
い
わ
れ
る
足
洗
池
や
、

遺
髪
が
奉
じ
ら
れ
て
い
る
尊
徳
の
墓
、
尊
徳

の
娘
・
ふ
み
の
墓
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

二
宮
町
で
は
桜
町
史
跡
公
園
を
中
心
に
尊

徳
に
ち
な
ん
だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
尊
徳
の
精
神
が
息
づ
く

二
宮
町
を
ゆ
っ
く
り
と
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
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読
み
聞
か
せ
で
伝
え
た
い
こ
と

　

子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
康
を
願
い
、
若
い
お
母
さ
ん
の
子
育
て
支
援
や
虐
待
防
止
の
啓
発
に
な
れ
ば
と
、

幅
広
い
活
動
を
し
て
い
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
『
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
皆
さ
ん
で
す
。
先
日

は
ア
ル
テ
リ
オ
で
、
イ
ベ
ン
ト
『
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
。
リ
ズ
ム
遊
び
や
模
擬
店
な
ど
、
大
勢
の
親

子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
『
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

絵
本
の
世
界
へ
…
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
信
じ
て

ど
。
特
に
読
み
聞
か
せ
は
と
て
も
大
切
な
活
動
と

し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
本
離
れ
が
進
み
、
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
、
パ

ソ
コ
ン
が
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
現
代
。
心

を
健
や
か
に
育
む
に
は
何
か
が
足
り
な
い
も
の
ば

か
り
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
絵
本
は
、
想
像
力

や
思
い
や
り
を
育
て
、
ま
た
、
読
み
手
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
に
よ
り
心
と
心
が
通
じ
合
い
、
子
ど
も
を

よ
り
心
豊
か
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
度
か
ら
は
、
毎
週
金
曜
日
に
河か

わ

間ま

小

学
校
へ
出
向
き
、『
読
み
聞
か
せ
隊
』
の
名
前
で
読

み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
朝
20
分
と
い
う
短
い

時
間
で
す
が
、
会
員
た
ち
は
事
前
に
絵
本
を
何
度

も
読
み
、
子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
答
え
よ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。
実
は
私
の
子
ど
も
も
河
間
小
に

通
っ
て
い
て
、
私
の
母
は
『
読
み
聞
か
せ
隊
』
の

一
員
で
す
。
絵
本
を
大
き
な
声
で
読
み
、
練
習
す

る
母
。
思
わ
ず
私
も
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

す
。
過
日
、
そ
ん
な
母
に
児
童
た
ち
か
ら
ラ
ン
チ

の
招
待
が
届
き
、
一
緒
に
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
感
謝
の
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
手

渡
わたなべ

辺  理
り

恵
え

さん（蒔
まく

田
だ

）

■このコーナーを担当したのは、

紙
の
贈
り
物
も
も
ら
い
ま
し
た
。
手
紙
に
は
、「
今

度
は
僕
が
読
ん
で
あ
げ
る
ね
」
と
あ
り
、「
私
た
ち

の
思
い
が
、
子
ど
も
た
ち
に
確
か
に
伝
わ
っ
て
い

る
」
と
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

 

「
こ
れ
か
ら
も
、会
員
み
ん
な
と
支
え
あ
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
笑
顔
を
大
切
に
し
て
、
母

親
の
よ
う
な
気
持
ち
で
活
動
を
続
け
た
い
で
す
ね
」

と
語
る
栗
原
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
絵
本
を
手
に
、

お
子
さ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
子

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
き
っ
と
自
分
の
心
も
温
か
く

な
る
は
ず
で
す
。

み
ん
な
で
子
育
て
を

 

『
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
代
表
者
は
、
い
ず
み

保
育
園
（
羽は

方が
た

）
の
園
長
先
生
で
も
あ
る
栗く

り

原は
ら

ひ
ろ

子こ

さ
ん
。
約
30
年
間
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
過
ご

し
、
最
近
は
、
孤
独
な
親
に
よ
る
間
違
っ
た
子
育
て

や
、
年
々
増
え
る
青
少
年
犯
罪
の
報
道
に
胸
を
痛
め

て
い
た
そ
う
で
す
。
平
成
13
年
、
同
じ
思
い
を
持
つ

近
所
の
友
人
な
ど
と
同
サ
ー
ク
ル
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
同
サ
ー
ク
ル
の
主
な
活
動
の
ひ
と
つ
が
、
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
月
一
回
実
施
す
る

『
青
空
保
育
』。
樋ひ

口ぐ
ち

の
鷹
巣
団
地
内
に
あ
る
公
園
に

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
広
げ
て
、
青
空
の
下
で
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
ゲ
ー
ム
、
リ
ズ
ム
体
操
な

ど
を
行
い
ま
す
。
回
を
重
ね
る
度
に
参
加
者
も
増
え
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
や
保
護
者
の
安
心
し
た
笑
顔

が
広
が
り
ま
し
た
。
今
で
は
毎
回
20
組
ほ
ど
が
『
青

空
保
育
』
に
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
『
青
空
保
育
』
以
外
に
も
、
子
ど
も
会
や
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
出
か
け
て
行
き
、
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
す
る
竹
馬
・
お
手
玉
な
ど
の
伝
承
遊
び
や
鬼

ご
っ
こ
・
縄
跳
び
な
ど
の
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
な



　

今
ま
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
で
、

年
額
18
万
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
人
の
介

護
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
法

の
改
正
に
よ
り
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
人
も
同
じ
取
り
扱
い
に
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

内
線
２
１
３
・
２
１
７

　

平
成
18
年
７
月
31
日
（
基
準
日
）
の
前
日

に
介
護
保
険
要
介
護
認
定
『
要
介
護
度
４
及

び
５
』
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
人
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
人
（
平
成
17
年
８

月
１
日
〜
平
成
18
年
７
月
31
日
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
を
除
き
ま
す
。）

▼
支
給
額
＝
年
額
10
万
円　

▼
申
し
込
み
＝

８
月
１
日
（
火
）
〜
15
日
（
火
）　

■
問
い
合
わ
せ　
　

高
齢
福
祉
課
（
内
線　

　

２
１
８
）
ま
た
は
各
支
所
福
祉
課

▼
手
続
き
＝
金
融
機
関
の
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
市
水
道
部
、
各
地
区
の
水
道
事
務
所
、

市
内
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
で
。

※
最
近
、
宅
地
内
の
給
水
管
や
排
水
管
の
点

検
・
清
掃
に
つ
い
て
、
業
者
が
『
市
か
ら
依

頼
さ
れ
た
』
と
い
っ
て
訪
問
し
、
こ
れ
ら
の

契
約
を
強
要
す
る
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
訪
問
に
よ
り
不
審
を
抱
か
れ
た

場
合
は
左
記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
部
水
道
業
務
課

　

TEL
　

24
　

２
１
１
１　

内
線
４
０
５

　

関
城
水
道
事
務
所　

TEL
　

37
　

７
２
０
０

　

明
野
水
道
事
務
所　

TEL
　

52
　

５
１
５
７

　

協
和
水
道
事
務
所　

TEL
　

57
　

９
６
４
４

　

協
和
地
区
で
使
用
期
限
（
検
定
満
期
）
に

な
っ
た
量
水
器（
メ
ー
タ
ー
）を
交
換
し
ま
す
。

該
当
す
る
家
庭
や
事
務
所
に
市
が
指
定
す
る

業
者
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
７
日
（
月
）
〜
21
日
（
月
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時　

▼
対
象
地
区
＝
西

蓮
沼
、
蓮
沼
団
地
、
横
塚
、
向
川
澄
、
上
星

谷
、
柳
、
八
幡
、
門
井
下
、
そ
の
他
一
部

■
問
い
合
わ
せ

　

協
和
水
道
事
務
所　

TEL
　

57
　

９
６
４
４

　

＝
夜
間
の
運
転
は
ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
切

　

り
替
え
を
＝

▼
下
向
き
照
射
で
走
行
中
、
歩
行
者
な
ど
の

発
見
の
遅
れ
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が
目
立

ち
ま
す
。
対
向
車
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
上

向
き
に
こ
ま
め
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
ラ
イ
ト
の
照
射
距
離
に
応
じ
た
安
全
速
度

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
の
降
雨
時
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
▼
日
没
前
の
ラ
イ
ト

の
早
め
の
点
灯
を
行
い
、
他
の
車
両
や
歩
行

者
に
自
車
の
走
行
を
認
識
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
警
察
署　

TEL
　

24
　

０
１
１
０

▼
日
時
＝
８
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
小

雨
決
行　

▼
収
集
方
法
＝
空
き
缶
・
空
き
ビ

ン
・
紙
く
ず
に
分
類
し
透
明
袋
に
入
れ
て
集

積
所
へ　

▼
集
積
場
所
＝
本
城
町
下
館
公

園
、
市
役
所
駐
車
場
、
西
谷
貝
集
落
セ
ン

タ
ー
、
飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
、
川
島
公
民
館

竹
島
公
民
館
、
養
蚕
公
民
館
、
五
所
公
民
館

中
公
民
館
、
河
間
公
民
館
、
大
田
公
民
館
、

野
殿
転
作
研
修
促
進
セ
ン
タ
ー
、
幸
町
児
童

会
館
、
嘉
田
生
崎
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

内
線
２
６
０
・
２
６
５

▼
日
時
＝
８
月
18
日
（
金
）（
受
付
午
後
０

時
30
分
〜
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
場

所
＝
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）

▼
講
師
＝
落
語
家
・
桂
文
喬
氏
（
教
育
評
論

家
）
▼
演
題
＝
『
人
権
・
同
和
問
題
の
現
状

と
課
題
／
考
え
よ
う
、
こ
と
ば
と
人
権
』
▼

主
催
＝
市　

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
改
善
対
策
課　

内
線
２
６
２

▼
日
時
＝
９
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
水
戸
会
場
・
県
立
県
民
文
化

2006.8.12006.8.1

『
家
族
介
護
慰
労
金
』
の
支
給

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
受
給
者
の

人
へ

上
水
道
・
下
水
道
料
金
の
口
座
振

替
に
つ
い
て

協
和
地
区
上
水
道
『
量
水
器
』
の

交
換
に
伺
い
ま
す

第
２
回
下
館
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

ラ
イ
ト
切
り
替
え
な
ど
に
よ
る
交

通
事
故
防
止

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

人
権
啓
発
講
演
会
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セ
ン
タ
ー
（
小
ホ
ー
ル
）　

▼
講
師
＝
漫
画

家
・
は
ら
た
い
ら
氏　

▼
演
題
＝
『
心
に
お

や
つ
〜
人
権
を
考
え
る
〜
』　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

０
２
９
　

３
０
１
　

３
１
３
６

【
協
和
地
区
の
し
尿
の
く
み
取
り
】

▼
８
月
14
日
（
月
）
〜
16
日
（
水
）
＝
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
休
業
の
た
め
行
い
ま
せ
ん
。

※
ご
み
の
収
集
及
び
協
和
地
区
以
外
の
環
境

セ
ン
タ
ー
へ
の
し
尿
の
受
け
入
れ
は
盆
中
も

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

【
き
ぬ
聖
苑
（
火
葬
場
）】

▼
８
月
14
日
（
月
）
＝
火
葬
の
み　

▼
８
月
15
日
（
火
）・
16
日
（
水
）
＝
休
苑

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
ゴ
ミ
減
量
係
・
内
線
２
４
９

　

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
筑

西
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
さ
く
ら
」
の
写
真
を
展

示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
及
び
展
示
場
所

関
城
支
所　

７
月
31
日
（
月
）
〜
８
月
４
日
（
金
）

明
野
支
所　

８
月
７
日
（
月
）
〜
８
月
11
日
（
金
）

協
和
支
所　

８
月
14
日
（
月
）
〜
８
月
18
日
（
金
）

本　
　

庁　

８
月
21
日
（
月
）
〜
８
月
25
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
政
務
調
査
係　

内
線
３
０
５

▼
日
時
＝
８
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
▼

会
場
＝
筑
西
市
立
明
野
公
民
館
（
イ
ル
・
ブ

リ
ラ
ン
テ
）　

※
左
図
参
照　

▼
内
容
＝
ア

ニ
メ
『
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
』　

▼
入
場
無
料 

　
▼
日
時
＝
８
月
19
日
（
土
）午
後
４
時
〜
９

時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど
広

場
▼
内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、産
直
青
空
市
な
ど　

▼
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１
区
画
（
３

ｍ
×
２
ｍ
、出
店
料
無
料
）　

▼
申
し
込
み
＝

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
平

沢
（
TEL　
24　

６
０
０
０
）
へ

■
問
い
合
わ
せ

　

市
商
工
観
光
課　

TEL　
20　

１
１
６
０

▼
日
程
＝
９
月
２
日
（
土
）
①
午
後
１
時
〜

創
業
事
例
紹
介　

②
午
後
２
時
30
分
〜
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て　

９
月
９
日
（
土
）

③
午
後
１
時
〜
会
計
・
税
務
処
理
に
つ
い
て

④
午
後
２
時
30
分
〜
会
社
設
立
の
手
続
き
に

つ
い
て　

▼
会
場
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
茨

城
（
常
総
市
水
海
道
高
野
町
字
目
下
５
９
１
）

▼
対
象
＝
女
性
で
創
業
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
受
講
無
料　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL　
０
２
９　　
　
３
０
０　　

１
９
１
６

▼
日
時
＝
８
月
19
日
（
土
）　

▼
内
容
＝
①

お
も
し
ろ
理
科
先
生
コ
ー
ナ
ー
（
小
学
生
対

象
・
先
着
１
０
０
人
）
午
前
11
時
〜　

②
物

産
販
売
、
模
擬
店
な
ど　

午
前
10
時
〜
午
後

８
時
30
分　

③
茨
城
県
に
関
す
る
野
外
映
画

会
午
後
６
時
30
分
〜
７
時　

④
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
野
外
映
画
会　

午
後
７
時
〜
８
時
30

分
▼
会
場
＝
協
和
の
杜
公
園
（
久
地
楽
）

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
】
出
店

料
無
料
・
先
着
20
店
舗
ま
で　

所
定
の
申
込

書
に
て
申
し
込
ん
く
だ
さ
い　

※
業
者
の

方
、18
歳
以
下
の
方
は
お
断
り
し
た
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
８
月
11
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

筑
西
市
協
和
商
工
会

　

TEL　
57　

２
１
２
４

▼
日
時
＝
８
月
19
日
（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
う
し
ろ
に
い
る
の
だ

あ
れ
』『
お
ば
け
が
っ
こ
う
』、紙
芝
居
『
お
さ

じ
さ
ん
』、歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

　

読
み
聞
か
せ
の
会　

て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL　
57　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
８
月
24
日
（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者

　

▼
内
容
＝
絵
本『
た
ま
ご
の
あ
か
ち
ゃ
ん
』

『
き
ん
ぎ
ょ
が
に
げ
た
』、か
げ
絵
『
た
ぬ
き

ち　

お
ば
け
に
な
る
』、お
絵
か
き
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕　

TEL　
57　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
８
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
と
っ
と
こ
と
っ
と
こ
』、

紙
芝
居
『
ぎ
ゅ
う
っ
と
だ
っ
こ
』　

■
問
い
合
わ
せ　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL　
22　

４
３
６
９

▼
立
川
ら
く
朝
の
一
笑
健
康
＝
立
川
ら
く
朝

90
分
４
本　

▼
エ
ッ
セ
イ
集
・
人
の
匂
い
＝

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
編　

90
分
５
本

▼
対
象
者
＝
視
覚
障
害
者
、寝
た
き
り
の
人
、

視
力
の
落
ち
た
高
齢
者
の
人
な
ど
。
テ
ー
プ

は
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
無
料
貸
出

■
問
い
合
わ
せ　

小
薬　

TEL　
22　

４
３
６
９

盆
中
の
休
業
の
お
知
ら
せ

筑
西
市
の
木
『
さ
く
ら
』
写
真
展

女
性
の
た
め
の
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

わ
っ
し
ょ
い
市

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

読
み
が
た
り

朗
読
録
音
テ
ー
プ

あけの元気館
明野中学校

明野支所

宮山公園

至下館駅

至つくば市至下妻市

明野公民館
イル・ブリランテ

国道 125 号線

国
道
２
９
４
号
線

小
貝
川

■問い合わせ
　   総務課文書法制係　内線３３３

親
と
子
で
平
和
を
考
え
る
市
民
映

画
会
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先
着
３
０
０
人
に
、焼
き
そ
ば
、ジ
ュ
ー

ス
、風
船
、ラ
ッ
キ
ー
く
じ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。　

▼
日
時
＝
８
月
８
日
（
火
）午

後
６
時
〜　

▼
場
所
＝
田
中
稲
荷
神
社
（
田

町
、50
号
線
沿
い
）

■
問
い
合
わ
せ　

林　

TEL　
22　

５
１
７
０

▼
開
催
日
時
＝
８
月
26
日
（
土
）
午
後
５
時

〜　

▼
開
催
場
所
＝
関
城
支
所
『
ど
す
こ
い

ペ
ア
』
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
前
広
場　

▼
対
象

＝
幼
稚
園
・
保
育
園
児
か
ら
お
と
な
ま
で
誰

で
も
可　

▼
受
付
＝
随
時　

▼
練
習
日
時
＝

７
月
29
日
〜
８
月
18
日
の
毎
週
土
曜
日　

午

後
７
時
〜　

▼
練
習
場
所
＝
関
城
体
育
館
グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

関
城
経
済
課
内
ど
す
こ
い
ペ
ア
実
行
委
員

　

会
事
務
局　

TEL
　

37
　

６
１
１
１

　

川
口　

TEL
０
９
０

１
６
５
８

７
４
０
８

▼
題
材
＝
８
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

開
催
の
『
ど
す
こ
い
ペ
ア
』
で
撮
影
し
た
未

発
表
作
品　

▼
資
格
＝
住
所
、
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。
▼
規
格
＝
銀
塩
プ
リ
ン
ト
四
つ
切

ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
。
組
写
真
は
不
可
。

▼
締
切
＝
９
月
27
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
先
＝
〒
３
０
８

０
１
９
４　

筑
西

市
舟
生
１
０
４
０　

関
城
支
所
関
城
経
済
課

内
『
ど
す
こ
い
ペ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
』

ま
た
は
茨
城
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店
へ
持

参　

▼
審
査
＝
ど
す
こ
い
ペ
ア
実
行
委
員
会

ほ
か　

▼
発
表
＝
10
月
中
旬　

入
賞
者
に
は

直
接
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

関
城
経
済
課
内
ど
す
こ
い
ペ
ア
実
行
委
員

　

会
事
務
局　

TEL
　

37
　

６
１
１
１

　

２
号
棟
（
３
階
建
）
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
同
居
す

る
親
族
が
あ
り
、
世
帯
の
月
額
所
得
が
20
万

円
以
下
（
裁
量
世
帯
は
26
万
８
千
円
以
下
）

で
、
市
町
村
民
税
を
完
納
し
て
い
る
人

▼
場
所
＝
み
ど
り
町
１
丁
目
10　

▼
間
取
り

＝
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和
室
６
畳
、
洋
室
６
畳
、
リ

ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
キ
ッ
チ
ン
）　

▼
戸

数
＝
Ａ
タ
イ
プ
３
戸
、
Ｂ
タ
イ
プ
12
戸
の

合
計
15
戸　

※
Ａ
タ
イ
プ
は
障
害
者
で
車

イ
ス
使
用
者　

▼
駐
車
場
＝
各
戸
１
台　

▼
家
賃
＝
入
居
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

（
２
万
７
千
円
〜
６
万
８
千
円
程
度
）　

▼
入

居
予
定
＝
平
成
19
年
３
月
上
旬　

▼
申
し
込

み
＝
９
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
市
建
築
課
備

え
付
け
の
申
込
書
で　

※
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
を
除
く　

▼
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

建
築
課
住
宅
係　

TEL
　

20
　

１
１
７
７

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
９
月
６
日
（
水
）
…
シ
ー

ル
を
ペ
タ
ペ
タ　

９
月
13
日
（
水
）
…
と
ん

だ
り　

は
ね
た
り　

９
月
20
日
（
水
）
…
に

こ
に
こ
運
動
会　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
〜
11

時
30
分　
　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
17
日

（
木
）
午
前
９
時
〜
電
話
ま
た
は
直
接
、
下

館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の

人
は
、
利
用
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
＝
８
月
29
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
数
＝
小

学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）
先
着
25
人　

▼
参

加
費
＝
材
料
費
（
絵
手
紙
台
紙
代
２
０
０
円

程
度
）当
日
徴
収　

▼
持
参
物
＝
筆
記
用
具
、

水
彩
絵
の
具
セ
ッ
ト
、
写
生
す
る
物
（
花
、

果
物
、
野
菜
、
プ
ラ
モ
デ
ル
、
人
形
な
ど
）

※
た
だ
し
昆
虫
・
動
物
な
ど
は
持
ち
込
め
ま

せ
ん
。　

▼
申
し
込
み
開
始
＝
８
月
８
日

（
火
）
午
前
９
時
〜

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
８
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
ご
ろ　

▼
場
所
＝
明
野
図
書
館
（
実

施
場
所
は
屋
外
）
※
雨
天
中
止　

▼
持
参
物

＝
弁
当
、み
が
く
布（
軍
手
が
便
利
）、ビ
ニ
ー

ル
袋
（
小
）、
タ
オ
ル
、
ぞ
う
き
ん　

※
当

日
は
帽
子
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

明
野
図
書
館　

TEL
　

52
　

２
４
６
６

　

健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
で
活

動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

講
習
会
修
了
後
は
、
市
の
健
康
運
動
普
及
員

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
毎
年
健
康
診
断
を
受

け
て
い
て
、
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て

み
ど
り
町
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

関
城
の
祭
典
・
ど
す
こ
い
ペ
ア

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

地
域
交
流
・
小
学
生
の
夏
休
み

絵
手
紙
づ
く
り
教
室

『
光
る
泥
だ
ん
ご
を
つ
く
ろ
う
』

参
加
者
募
集

健
康
運
動
普
及
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

関
城
の
祭
典
・
ど
す
こ
い
ペ
ア

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
参
加
者
募
集

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

９
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

田
町
夏
越
祭
（
わ
く
ぐ
り
）
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Information
い
な
い
概
ね
65
歳
以
下
の
人　

▼
活
動
内
容

＝
講
習
（
講
義
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
各
種
体
操
、
体
力
測
定
、
救
急
蘇
生

法
な
ど
）
の
受
講
と
普
及
活
動　

▼
場
所
＝

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
下
館
保
健
セ
ン

タ
ー
ほ
か　

▼
講
習
日
程
＝
全
11
回
（
９
月

〜
11
月
ま
で
の
木
曜
日
）　

午
後
１
時
30
分

〜
４
時　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
募
集
人
数

＝
先
着
40
人　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
７
日
〜

電
話
で
保
健
推
進
課
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
推
進
課　

　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

▼
期
日
＝
11
月
11
日（
土
）　

▼
会
場
＝
龍
ヶ

崎
市
総
合
体
育
館　

▼
参
加
資
格
＝
県
内

在
住
で
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
▼
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
資
料
代
ほ
か
）
▼
競
技
方
法
＝

手
積
み
式　

日
本
健
康
麻
将
協
会
規
定
に
よ

る　

▼
応
募
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
の
返
信
用

に
①
参
加
希
望
②
名
前
（
ふ
り
が
な
）
③
性

別　

④
生
年
月
日　

⑤
郵
便
番
号
と
住
所
　

⑥
電
話
番
号　

⑦
来
場
時
の
交
通
手
段　

⑧

宿
泊
希
望
の
有
無
を
記
入
の
う
え
、
龍
ケ
崎

市
役
所
介
護
福
祉
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
グ

ル
ー
プ
へ　

▼
応
募
締
切
＝
８
月
31
日
（
木
）

当
日
消
印
有
効　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

〒
３
０
１

８
６
１
１　

龍
ケ
崎
市
３
７
１
０

　

龍
ケ
崎
市
役
所
介
護
福
祉
課
ね
ん
り
ん

　

ピ
ッ
ク
推
進
グ
ル
ー
プ

　

TEL
０
２
９
７

６
４

１
１
１
１

　

平
成
18
年
度
ス
カ
ウ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
児
童
、
来

春
小
学
校
入
学
児
童
（
男
子
児
童
）　

▼
入

団
説
明
会
＝
８
月
20
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
野
殿
）
で

■
問
い
合
わ
せ

　

光
徳
寺　

相
馬　

TEL
　

22
　

４
２
０
９

　

佐
藤　

TEL
０
９
０

３
０
８
０

２
２
９
４

▼
講
師
＝
元
県
立
水
戸
一
高
教
諭　

枝
弘
道

氏　

▼
対
象
＝
初
級
者
〜
中
級
者　

▼
期
日

＝
９
月
25
日
（
月
）
〜
11
月
27
日
（
月
）
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
（
合
計
30
時
間
）
▼
時
間

＝
午
前
９
時
〜
正
午　

▼
場
所
＝
県
西
総
合

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
費
用
＝
無
料
（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
、
ボ
ー
ル
代
な
ど
実
費
）
▼
募

集
人
数
＝
50
人
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▼
申
し
込
み
＝
電
話
で
県
西
総
合
公
園
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

県
西
総
合
公
園
管
理
事
務
所

　

TEL
　

57
　

５
６
３
１

▼
日
時
＝
８
月
11
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
筑
西
保
健
所　

▼

内
容
＝
最
近
の
薬
物
乱
用
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課

　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

【
献
血
に
ご
協
力
を
】

▼
場
所
＝
筑
西
市
民
病
院 

／
８
月
11
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
筑
西

市
役
所
／
８
月
29
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

【
日
程
の
変
更
】

　

７
月
15
日
発
行
『
広
報
筑
西
32
号
』
に
掲
載

の
ベ
イ
シ
ア
下
館
店
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
▼
変
更
後
日
程
＝
８
月
23
日
（
水
）
午

後
１
時
〜
３
時
30
分　

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　

　

保
健
推
進
課　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

木造住宅簡易耐震診断相談
　

薬
物
依
存
症
『
家
族
教
室
』

献
血
の
お
知
ら
せ

連　絡
問い合わせ

広報広聴課
広聴係

ＴＥＬ 24-2111
内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

８月 14 日（月）
午前９時〜電話予約

（先着 8 人）

相談員

鬼  澤  和  江
中  島  文  夫

（ 人権擁護委員）

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁 護 士 

相談会場

市民会館
１階会議室

相談日時

８月 24 日（木）
午後１時〜３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談に応じます　＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人
□人権相談　　子ども（いじめや体罰）・女性（ＤＶ・セクハラ）・高齢者・障害者に
　　　　　　　対する人権問題や、夫婦・家庭内の問題、近隣トラブルなどの相談
□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク『
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
』

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
参
加
者
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

初
心
者
テ
ニ
ス
講
座

　過去の地震で比較的古い木造住宅が数多く
倒壊し、多数の人が犠牲となりました。予測
できない地震に備えて建物が安全かどうか、
専門家（相談員）が相談に応じます。一緒に
確認してみましょう。

▼ 受付＝随時　 ▼日時＝申込受付け後、
開催日などを後日連絡します。 ▼場所＝
本庁舎エントランスホール　 ▼ 相談員
＝（社）茨城県建築士会筑西支部　 ▼相
談内容＝わが家の耐震診断（問診表）に
よる相談　 ▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み
　    建築課建築係　ＴＥＬ 20-1177



人口＝男 55,304 人　女 56,442 人　計 111,746 人　世帯数＝ 34,724 世帯（平成 18 年 7月１日現在・常住人口）

　

現
在
の
市
の
財
政
は
非
常
に
厳
し

く
、
行
政
の
簡
素
化
と
財
政
の
健
全

化
を
目
指
し
、 

今
後
、 

徹
底
し
た
行

政
改
革
が
行
わ
れ
る
。
効
率
的
な
行

政
の
し
く
み
は
、
量
や
規
模
の
縮
小
、

適
正
化
だ
け
で
出
来
る
わ
け
で
は
な

く
、
職
員
の
資
質
と
能
力
の
向
上
が

伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
も
）

　

毎
朝
４
時
に
起
床
し
、
村
廻ま
わ

り

や
開
墾
を
行
い
、
就
寝
す
る
の
は

毎
日
12
時
過
ぎ
、
超
人
的
な
生
活

を
送
っ
た
と
い
わ
れ
る
二に
の
み
や
そ
ん
と
く

宮
尊
徳
。

通
勤
の
車
窓
か
ら
、
広
大
な
青
田

を
眺
め
る
と
き
、
先
人
の
努
力
に

思
い
を
馳
せ
、
豊ほ
う
じ
ょ
う饒
の
時
代
に
生

き
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
。（
ま
）

　
『
輝
く
人
』
で
紹
介
し
た
北
島
さ

ん
は
、
小
柄
で
笑
顔
が
印
象
的
な
女

子
高
生
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
よ
う

な
過
酷
な
競
技
に
挑
戦
す
る
力
が
、

こ
の
小
さ
な
体
の
ど
こ
に
隠
さ
れ
て

い
る
の
か
。
き
っ
と
誰
に
も
負
け
な

い
強
い
意
志
が
、
彼
女
を
ゴ
ー
ル
へ

と
向
か
わ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。 （
∞
）

編

集

後

記

近
年
、
地
方
自
治
体
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
企
業
な
ど
の
有
料
広
告
（
バ
ナ
ー
）
を
掲

載
す
る
事
例
が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
収
入
を
新
た
な
財
源
確
保
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
市
町
村
に
先
駆
け
て
筑
西
市
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
企
業
な
ど
の
有
料
広
告
（
バ
ナ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

■掲載の位置　

■掲載及び掲載料金

　　　　　　　　　　規格（１枠につき）　  　　 掲載料金（１枠につき）

　　縦　　　　　５０ピクセル（19.05 ㎜）　　　月額　２０，０００円

　　横　　　　　１３５ピクセル（47.63 ㎜）

　　データ容量　４ＫＢ以内

　　形式　　　　ＧＩＦ形式

　　制限　　　　ＧＩＦアニメーション、高速振動、フラッシュなど

■申込方法　『ホームページ有料広告掲載申込書』（ホームページからダウ
　　ンロード可 ) に、バナー広告ＧＩＦデータと法人登記簿謄本の写し
　　（法人の場合）を添えて、広報広聴課窓口に直接または郵送してください。
■宛先　〒308-8616  筑西市下中山 732-1  筑西市役所広報広聴課広報係
■問い合わせ　TEL 0296-24-2111　内線 312・313

※詳細は筑西市ホームページ ( http://www.city.chikusei.lg.jp) をご覧ください。

筑西市ホームページのトップページ

総務省がまとめた今年の『情報通信
白書』によると、昨年のネット利用人
口は前年比 581 万人増の 8,529 万人
普及率は67％に達しています。
日常の生活でも利用度が上がっており
商品購入の際、消費者の 62％はネッ
トで情報を収集、26％はネット上で商
品を購入しています。
音楽をネット配信で買いたいという人
も40％近いと、白書は発表しています。

発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.33
平
成
18
年
8
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

市役所本庁舎玄関で市民を出迎える花々。
ハンギングバスケット協会によるボラン
ティア活動の一環として飾られています。
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